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福岡県議会「総務企画地域振興委員会」管外視察報告書 

 

福岡県議会議員 

原 中 誠 志 

 

26/05/25～26は福岡県議会「総務企画地域振興委員会」管外視察でした。 

今回は、同委員会が所管する地域振興、防災、地域活性化について、先駆的な取り組みを

進めている兵庫県淡路島に出向きました。 

 

１．淡路島の特徴（島内各自治体 HP及び淡路島観光HP 参照） 

(1)人口 

淡路島は、兵庫県神戸市と四国・徳島県の間に位置する島で、瀬戸内海最大の島で、グア

ム島やシンガポール島とほぼ同じ面積を有し、日本国内では主要 4島、択捉島、国後島、沖

縄本島、佐渡島、奄美大島、対馬についで第 11 位の面積を持ち、人口では沖縄本島に次い

で第 2位、約 12万人を有しています。 

自治体数は、「平成の大合併」前までは 1市 10町でしたが、自治体合併により、現在は淡

路市（４万人）、洲本市（４万人）、南あわじ市（４．３万人）の３市となっていますが、人口

は長期的に減少しており、今後も減少傾向が続くと兵庫県の地域ビジョンで見込まれていま

す。近年は減少ペースがやや緩やかですが、高齢化率は上昇しています。 

 

(2)島の特徴 

南北に約 55km、ひょうたんのように細長い形をしています。北部には津名丘陵、中部か

ら南西部にかけては洲本川と三原川が流れる島内最大の三原平野が広がり、南部は島内最高

峰の諭鶴羽山（ゆずるはさん）を有する山地が東西に走ります。 

播磨灘に面する国指定の名勝慶野松原や、洲本市の由良漁港の対岸にある砂州の成ケ島な

ど、個性豊かな海岸線も特徴的です。 

また、淡路島の南端と徳島県の間にある鳴門海峡は、播磨灘（瀬戸内海）と紀伊水道（太平

洋）の間にあり、海峡最狭部の幅は約 1,340m、最深部で 80ｍにも及び、渦の大きさは春

と秋に最も大きくなり、これは世界最大級の大きさになります。 

淡路島は、豊かな自然に恵まれ、四季折々の色鮮やかな花々、多くの野生動物が生息して

おり、中でもニホンルが生息しているのは瀬戸内海地域で淡路島と小豆島だけです。 

瀬戸内気候に属し、冬季温暖で年間を通じて降水量が少ない上、河川も少なく、古来より

飲料水の確保が課題です。また、農業用水確保のため池が各地に造られており、兵庫県の公

表では、淡路島には農業用を中心に約 1万箇所のため池がり、〝日本一のため池密集地域〟

とされています。ちなみに、農業用ため池は全国に約 15万ヶ所存在しています。 

海の幸をはじめ、年間を通じて暖かい気候を活かした玉ねぎづくりなど、海苔、灰わかめ

は全国区の知名度を誇っています。 

 

(3)主要交通 

淡路島の北端と神戸市を結ぶ「明石海峡大橋」は、1998 年 4 月、「神戸淡路鳴門自動車

道」の一部として供用開始。約 3,911mの巨大吊り橋で、世界有数の規模になります。夜は

ライトアップされ、真珠の連なりのような美しい夜景が見られることから「パールブリッジ」

と呼ばれ、観光名所ともなっています。 
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そして、淡路島の南端と徳島県を隔てる鳴門海峡をつなぐのが「大鳴門橋」（鳴門海峡大橋）

です。1985年 6月に開通しています。 

橋長は 1,629ｍ、中央径間は 876ｍ、幅は 25ｍ、主塔の高さは 144.3ｍ。鳴門海峡の

渦潮に影響を及ぼさないようにするため、多柱基礎工法とよばれる特殊な工法が採用されて

います。橋は上下 2層式となっており、上部は片側 3車線の道路（現在は計 6車線の内、中

央 4車線を使用）、下部は将来的に鉄道（四国新幹線）を通すことができる構造となっていま

す。 

 

(4)歴史 

淡路島は『日本神話』の国産みの島としても知られます。「古事記」・「日本書紀」に描かれ

る〝国生み神話〟において最初に誕生したと記されており、記紀では「おのころ島」と記さ

れています。 

その「おのころ島」で夫婦となったのが伊弉諾尊（いざなぎのみこと）と伊弉冉尊（いざな

みのみこと）の二神です。二神は、日本列島の島を次々に生んでいきますが、その中で最初

に生まれた島が「淡道之穂之狭別島（あわじのほのさわけのしま）」、すなわち淡路島である

と記されています。 

淡路市には「伊弉諾神宮」があり、二神が祀られています。記紀には、国産み・神産みを終

えた伊弉諾尊が、最初に生んだ淡路島多賀の地の幽宮（かくりのみや、終焉の御住居）に鎮

まったとあり、これが同神宮の起源とされています。 

弥生時代から古墳時代にかけて、淡路島は海人（あま）と呼ばれる海の民によって支えら

れていました。彼らは優れた航海技術を持ち、瀬戸内海を行き交いながら、塩・魚介・海産物

を供給していました。その後、淡路島は朝廷に食を献上する「御食国（みけつくに）」として

重視されるようになります。 

中世の淡路島は、瀬戸内海航路の中継地として栄え、人・物・文化が行き交う交流の島と

なりました。江戸時代には比較的安定した時代が続き、農業・漁業・塩づくりなど、島独自の

暮らしと文化が成熟していったと伝えられています。 

 

２．視察報告 

(1)「パソナグループ」地方創生の取り組み（同社 HP参照） 

最初の視察先は、淡路市で地方創生の取り組みを進める「パソナグループ」の視察でした。 

 

視察及び意見交換会の場所は、閉校に 

なった小学校を再生し、「食・農・学・芸」

をキーワードに 2012 年にオープンした

「のじまスコーラ」でした。 

 

この施設は、「パソナチャレンジファーム

in 淡路」の拠点施設であり、地域活性の情報発信基地として、

また地域の交流の場として、様々なイベントが開催されてい

ます。 

 

「パソナグループ」の地方創生の取り組みは、2003 年に

農業分野の雇用創造・人材育成を目指した「農業インターン
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シッププロジェクト」からスタートしています。 

 

現在では、東京一極集中から生じる様々な「社会の問題点の解決」と、心と身体、そして社

会的な健康を創る「Well-being産業」の創造を目指して、兵庫県淡路島をはじめ、東北や京

丹後、岡山など、全国各地で自治体や地元企業、地域の方々と連携しながら様々な事業を展

開しています。 

 

2008年、日本の農業の活性化と独立就農支援に向けて「パソナチャレンジファーム in 淡

路」をスタート。以来、多数の飲食・観光施設、様々なイベントや人材育成プログラム等を通

じて、「人材誘致」による独自の地方創生事業を推進しています。 

 

2020年より「BCP、真に豊かな生き方・働き方の実現、夢のある新産業の創造」を掲げ、

本社・本部機能の一部を淡路島に移転。人と自然、テクノロジーが共生し、人々が思いやり

の心でつながる、真に豊かな世界「NATUREVERSE」の実現に向け、Well-being 産業の創

造に取り組まれています。 

 

以下は、「パソナチャレンジファーム in 淡路」の概要です。 

①観光・ツーリズム事業「ニジゲンノモリ」 

 東京ドーム約28個分の敷地面積を誇る兵庫県立淡

路島公園内に、自然とマンガ・アニメ等の 2次元コン

テンツをテーマにした、日本初の体験型エンターテイ

ンメントアニメパークを開設。 

 「ニジゲンノモリ」を通じて、国内はもとより海外

からのインバウンド需要が拡大しています。 

・ドラゴンクエストアイランド 

・忍者アトラクション「NARUTO＆BORUTO 忍里」 

・ゴジラ迎撃作戦 

・クレヨンしんちゃんアドベンチャーパーク 

・進撃の巨人 
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②AWAJI HELLO KITTY APPLE LAND 

海をテーマにしたハローキティの世界を、最新のプ

ロジェクションマッピングで体験できます。 

また、淡路島の食材で、本格的な中華料理を提供。目

の前に広がる海を眺めながら食事・アフタヌーンティ

ーを楽しめるようになっています。 

・HELLO KITTY SMILE 

・HELLO KITTY SHOW BOX 

 

 

③レストラン＆カフェ 

淡 路

島の豊かな自然、夕陽景観などのロケーション

と、淡路島の食材を活かしたカフェやレストラ

ンをプロデュース。 

島内外から多くの観光客が訪れています。 
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④ウェルネスリトリート事業      ⑥アート＆カルチャー/ エンターテイメント事業 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤アグリカルチャー事業 

敷地内に「自然循環型滞在施設」「フィー

ルドワーク」「農家レストラン」「自然と暮

らし研究所 ラボ」の４つを設置。 

 農・食・住をテーマに五感を使って楽し

みながら自然と人との共生を学ぶ機会を

提供しています。 

⑦教育コミュニティ事業 

世界から優秀な若者や社会起業家が集い、多様な価値観と知識・経験のもと、新たな事業
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の創造で社会の問題の解決に挑む次世代

リーダー育成のプログラムと なってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 「北淡震災記念公園」『野島断層保存館』 

 2ヵ所目の視察先は淡路市小倉「北淡震災記念公園」にある『野島断層保存館』でした。 

（野島断層保存館 HP及び文化遺産オンラインHP 参照） 

 

 『阪神淡路大震災』は、1995（平成 7）年 1月 17日 5時 46分に淡路島北部を震源と

して発生し、マグニチュード 7.3、死者 6,434人を出した直下型地震災害です。主に神戸市

など阪神間の大都市圏を襲い、住宅・ライフライン・交通網に甚大な被害を与えました。そ

して、この地震で、淡路島内に出現したのが「野島断層」です。 

 

「野島断層」は横ずれ成分をもった逆断層で、全長は北東から南西方向に伸び、淡路島北

部の北淡町から一宮町にかけて断続的に地表に現れ、延熟は約 9ｋｍに達しています。 

 

このうち、地震によって地表

に出現した断層の部分で、淡路

市北淡町新小倉地区の延長約

185m 部分は国の「史跡名勝

天然記念物」に指定され、現在

は覆屋により保護され『野島断

層保存館』として一般公開され

ています。 

 

地震現象と断層活動を理解

する格好の学習の場であるとともに、地震の凄まじさと脅威を感じ、地震に備える大切さを

伝えています。 

 

同保存館内には、並走する主断層と副断層、食い違った畦・排水路・社の生け垣、破壊 

された道路の舗装などが保存されており、更に、横ずれ断層に伴って形成された逆〝ミ〟の

字型に並んだ雁行亀裂や凹地なども保存され、観察することができます。 



7 

 

 

また、同保存館内の横には、活断層の真横でもほとんど壊れなかった家を『メモリアルハ

ウス Memorialhouse』（地震に強い家）として公開されており、家の塀や花壇の煉瓦がずれ

た様子、当時の台所も再現され、地震の脅威を生々しく伝えています。 

また、『野島断層保存館』には『震災体験館』が併設されており、VR を使用した地震の揺

れ体験（定員 4 名、１人１回の体験。６歳以下は体験できず、12 歳以下は VR を使用しな

い体験になる）、写真展示や防災用品の展示、震災シアター（阪神・淡路と東日本、両震災の

映像や南海地震への備えの映像）があります。 

 

『野島断層保存館』の前には『セミナー館』

があり、地震発生直後の救助や救援活動、復

旧活動を記した映像を観たり、当時、この地

で地震を体験した語り部による体験談を聞

いたり、防災の取り組みなどについて学習す

ることが出来ます。 

 

この野島断層は、2022 年 10月、スペイン北部のバスク海岸ジオパークで「国際地質科

学連合」（ＩＵＧＳ）大会が開かれ、世界中の高い国際的価値を持つ地質遺産の中から世界最

初の「地質遺産 100選」に選出されています。 

 

なお、100選に選ばれたのは野島断層と玄武洞（豊岡市）の 2箇所で、世界では、グラン

ドキャニオン（米国）、エベレスト山頂の海洋成岩石（中国・ネパール）、エアーズロック（豪

州）などが選出されています。 
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(3) 『大塚国際美術館』（同館HP 参照） 

 3ヵ所目の視察先は徳島県鳴門市鳴門町『大塚国際美術館』でした。 

 

『大塚国際美術館』は、世界中の名画を陶板画で再現した美術館ですが、美術の専門家か

らも「オリジナルとそん色ないどころか、作品によってはそれ以上の再現性、美術性を持つ

ものもあり、世界的にも大変貴重な美術館である。」と賛辞が寄せられています。 
 

『大塚国際美術館』は、「大塚グループ」が創立

75 周年記念事業として徳島県鳴門市に設立した

日本最大級の常設展示スペース（延床面積

29,412㎡）を有する陶板名画美術館です。 

 

同館は鉄筋コンクリート造（一部鉄骨造）、地下

5階・地上 3階で、建設には総工費 400億円が

投じられ、1998（平成 10）年 3月 21日に開

館しました。 

 

同館建設の発起となったのは 1971年で、当時「大塚グループ」相談役だった大塚正士の

下、徳島の砂（当時、鳴門海峡に面した砂浜で採取された砂はコンクリート原料として阪神

方面に売られていた）に付加価値を高めて販売することが大塚や徳島県のためになるとの考

えから、この砂でタイルを作る事業が立案・企画されました。  

 

発起から３年後の 1973 年、タイルを製造する「大塚オーミ陶業株式会社」が大阪に設立

されるものの、その年に「第一次オイルショック」が発生し、景気が低迷。そのため、受注の

なくなったタイル（陶業）の技術を生かすべく、陶板に絵を描いて美術品を作ることが発案

され、様々な技術改良を経て、その技法が確立されました。 

 

その後、大型美術陶板化に成功し、その技術の集大成と「大塚グループ」の 75 周年を記

念する事業を起こすという構想がなられ、使用許可・完成まで 10 年の歳月をかけ、美術館

の建設・設置に至りました。 

 

建設にあたり、所在地が「瀬戸内海国立公園」内であるため、建設許可だけで 5年の歳月

がかかっています。その後、国や県、地元自治体との地道な交渉や協議が可朝寝られた結果、

景観維持はもとより、『自然公園法』では高さ 13m 以内の建物しか建設できないという課題

をクリアするため、国立公園内の山を削り取り、地下 5階分の構造物を含めた巨大な建物を

造ったうえで、また埋め戻すというとてつもない難工事でした。 

 

日本国内最大の展示スペースを誇る館内には、6 名の選定委員によって厳選された古代壁

画から、世界 26 ヶ国、190 余の美術館が所蔵する現代絵画まで、至宝の西洋名画 1,074

点が「大塚オーミ陶業」の特殊技術によってオリジナル作品と同じ大きさに複製され、再現

されています。 

 

なかでもピカソの「ゲルニカ」、システィーナ礼拝堂の壁画は、圧倒的な迫力で訪れる人、

見る者を魅了し続けています。また、モネの大睡蓮、バロック系統展示（レンブラント「夜
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警」など）、ルネサンス系統展示（ダ・ヴィンチ「モナリザ」「最後の晩餐」など）、世界に名

だたる名画を鑑賞することができ、それらは全て原画が持つ本来の美術的価値を真に味わう

ことができるとともに、日本に居ながらにして世界の美術館を体験することができます。 

  

 そして何より、オリジナル作品は経年により退色劣化を免れることはできませんが、陶板

名画は約 2,000 年以上にわたってそのままの色と姿で残るとされており、文化財の記録保

存という点でも世界に貢献していると言えます。 

 

門外不出の「ゲルニカ」をはじめ戦争で散逸していたエル・ グレコの祭壇画の衝立復元な

ど画期的な試みもなされ、1,000 余点の検品のために、ピカソの子息や各国の美術館館長、

館員の方々から同館や陶板作品に対して大きな賛同、賛辞を示したとの事です。 


